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新
和
歌
集
撰
者
考

西
円
法

師
を
め
ぐ

っ
て

小

林

一

彦

は
じ
め
に

 

地
方
歌
壇

の
嚆
矢

と
も
言
う
べ
き
宇
都
宮
歌
壇
の
、
そ

の
最
大

の
達
成
と
し

て
、
新
和
歌
集

の
存
在
が
指
摘

さ
れ

て
既

に
久
し

い
。

と
こ
ろ
で
、
新
和
歌
集

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1
)

は
、
そ
の
成
立

の
時
期

に
つ
い
て
は
概
略
明
ら
か

に
さ
れ
て
は

い
る
も

の
の
、

撰
者
や
成
立
事
情
等
の
問
題

に
関

し
て
、
依
然
不
明
な
点
も
少
な

か
ら
ず
存
し

て

い
る
。
同
集

の
撰
者
が
誰

で
あ

っ
た
の
か
、
ど

の
様

な
経
緯

を
経

て
成
立
し

た

の
か
、
今
日
そ
の
こ
と
を
雄
弁

に
物
語
る
歴
史
資
料

は
残
念
な
が
ら
存

在
し

な

い
G

し
か
し
、
様

々
な
方
法
を
用

い
て
撰
者

の
推
定

を
試

み
る

こ
と
は
、
宇

都
宮
歌
壇
の
活
動
を
さ
ら

に
明
ら
め
る
上
で
肝
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、

新
和
歌
集
が
鎌
倉
期

の
東
国
を
代
表
す

る
撰
集

の

一
つ
で
あ

る
こ

と

を

思

う

時

、
そ
の
撰
者
像

の
解
明
は
、
東
国
文
学
圏

の
有
様

を
探

る
上

で
も
意
味
が
あ

ろ
う
。

 

小
稿

は
、
新
和
歌
集
を
様

々
な
角
度

か
ら
検
討

・
考
察

し
、
そ

の
内
部
徴
証

を
手
が
か
り
に
、
撰
者
を
推
定
す

る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と

し
、
併
せ
て
関
連

す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
も
、
些
か

の
言

及
を
試

み
た
も

の
で
あ
る
。

1

 
前
稿

に
お

い
て
は
、
笠
間
時
朝

・
浄
意
法
師

を
中

心
に
、
新
和
歌
集
及
び
宇

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(2
)

都
宮
歌
壇
に

つ
い
て
考
察

を
試

み
た
。
小
稿

で
は
、
彼

ら
二
人

に
続

い
て
西
円

法
師
を
取
り
上
げ

る
。
西
円
は
、
新
和
歌
集

へ
の
入
集

歌
数

一
七
首

(
七
位
、

宇
都
宮
氏

一
族

を
除

い
た
場
合
浄
意

に
次

い
で
二
位
)

を
数
え
る

ほ
か
、
同
集

の
巻
尾
を
飾

る
、
巻
十

の
巻
軸

に
そ
の
詠
歌
が
配
さ
れ
て

い
る
な
ど
、
新
和
歌

集

に
と

っ
て
重
要

な
歌
人
で
あ

っ
た

こ
と
は
確
実

で
あ

る
Q
以
下
、
西
円
法
師

に
つ
い
て
論
究

を
加
え
て
み
た
い
。

 
西
円

に
つ
い
て
は
、
管
見

の
及

ぶ
限

り
、
そ

の
出
自

家
系

・
閲
歴
等
を
示
す

具
体
的
な
歴
史
資
料
は
、
現
在

の
と
こ
ろ
殆
ど
無
き

に
等
し
い
。
彼

は

『
新
後

撰
集
』

に

一
首

入
集
す
る
勅
撰
歌
人

で
あ
り
、

『
勅
撰
作
者
部
類
』
は

「
西

円

(法
師
俗
名
宇
/
都
宮
播
磨
)
」

と
注
記
す
る
。

こ
れ

に
よ

れ

ぽ
、
西
円

の
出

家
以
前

の
姓
は

「
宇
都
宮
」
、
名

は

「
播
磨
」

で
あ

っ
た
と

い
う

こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
が
、
宇
都
宮
氏

の
系
譜
類

に
は

西
円

に
該
当
す

る
と
思
わ
れ

る
人
物
は

見
あ
た
ら
ず
、
ま
た
、
他

に
彼
が
宇
都

宮
氏

の
出
身
で
あ

っ
た
こ
と
を
物
語

る

資
料
も
存
在
し
な

い
。
『
作
者
部
類
』

の
記
事

は
、
後
述
す
る
よ

う

に
、
西
円
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が
宇
都
宮

に
住
し
、
泰
綱

・
時
朝
ら
宇
都
宮
氏
と
親
し
か

っ
た
こ
と
、
そ

の
名

を
幡
磨
坊
と

い

っ
た

こ
と
等

の
理
由

に
よ
り
、
誤

っ
て
記

さ
れ
た
可
能
性
も
想

定

さ
れ

る
Q
し

か
し
、
こ
れ
も
後

で
詳
し
く
触
れ
る
が
、
西
円
は
、
源
親
行

・

後
藤
基
政
ら
と
対
等

に
親
交

を
結

ん
で
お
り
、
ま
た
、
鎌
倉

の
鶴
岳

社
十
首

に

も
参
加
出
詠
す

る
な
ど

(新
和
歌
集

二
三
四
)
、
や
は
り
然
る
べ
き

一
族

の
出

身

で
あ

っ
た
可
能
性
は
高

い
と
言
え

よ
う
。
従

っ
て
、
西
円

の
出
自

に
関
す

る

問

題
は
、
な

お
今
後

の
検
討
課
題
と
し
、
宇
都
宮
氏

の

一
族

で
あ

っ
た
か
否

か

に
つ
い
て
は
、
現
段
階

で
は
保
留
と
し
て
お
き
た

い
。

 

『
沙
石
集
』
は
、
西
円
に
つ
い
て

 
 
 
 
 
宇
都
宮

に
て
連
歌
有
り
け
る

に
、

 
 
 
 
 

 
親
わ
か
く

し
て
子
は
老

い
に
け
り

 
 
 
 
 
と
云
ふ
句
難
句
な
り
け
る

に
、
明
覚
坊
、

 
 
 
 
 

 
我
宿

の
ぞ
と
も

に
う
ゑ
し
三
年
竹

 
 
 
 
 
歌
人
、
幡
磨
坊
、
感

じ
て
落
涙
し
け

る
と

い

へ
り
。

と

い
う
話

を
収

あ
て

い
る
。

こ
こ
に

「
歌
人
」
と
記
さ
れ
て

い
る
点
も
注
意
さ

れ
る
が
、
西
円
が
宇
都
宮

に
居
住
し

て
い
た
こ
と
も
併
せ
伝

え
て
お
り
、
注
意

を
引

こ
う
。

 

さ
て
、
勅
撰
集

へ
の
入
集

こ
そ

『
新
後
撰
集
』

の

噌
首
を
数
え

る
に
と
ど
ま

る
も

の
の
、
西
円
が
東
国
文
学
圏

に
お
い
て
重
き

を
な
し
た
人
物

で
あ

っ
た

こ

と
は
、
疑

い
得

な
い
。
す
な
わ
ち
、
新
和
歌
集

(
一
七
首

・
七
位
)
を
は
じ
め
、

『
東
撰
和
歌

六
帖
』
(
九
首

・
一
四
位
)
、
『
拾
遺
風
体
和
歌
集
』

(
五
首

・
一
七

(3
)

位
)
な
ど

の
東
国

の
諸
撰
集

に
も
、
相
当
数

の
入
集
が
確
認
さ
れ

る
か
ら
で
あ

る
。
特

に

『
拾
遣
風
体
和
歌
集
』

に
お
い
て
、
親
行

二
首
、
時
朝

・
浄
意

・
基

政
各

一
首

と
い
う
状
況

に
あ
り
な
が

ら
、
五
首

の
入
集
は
、
西
行

の
七
首
と
比

ぺ
て
も
、
注
意
が
向
け
ら
れ
て
よ
い
。
ま
た
、
時
朝

の
家
集

に
よ
れ
ぽ
、
西
円

は

『
楡
関
集
』
・
宇
都
宮
打
聞
と
号

し
た

『
新
玉
集
』
の
、

二

つ
の
私
撰

集

の

撰
者
で
あ

っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
詠
作
面

に
と
ど
ま
ら
ず
、
私
撰
集

の
撰
者

と
し
て
も
そ
の
力
量
を
発
揮
し
て

い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

 
西
円
は
、
源
氏
研
究

の
面

に
お

い
て
も
、
当
時

の
東
国

に
あ

っ
て
重
要

な
足

跡
を
残
し
て

い
る
。
『
異
本
紫
明
抄
』

に
は
西
円

の
説
が
ま
と
ま

っ
て
引

用

さ

れ

て
お
り
、
西
円
の
手

に
な
る

『
源
氏
物
語
』

の
注
釈
書
が
存
在

し
て

い
た
こ

と

は
、

ほ
ぼ
間
違

い
な

い
。
『
異
本
紫
明
抄
』

は
、
第

一
冊

の
奥

書

に

「
見
合

伊
行
定
家
等
抄
物
井
談
儀
聞
書
等
書
写

了
」

と
あ
る
如
く
、
当
時

の

『
源
氏
物

語
』

の
諸
注
を
集
成

し
た
も

の
で
あ
る
。
『
異
本
紫
明
抄
』
の
引

く
西
円

釈

は

量
的

に
も
多
く
、
伊
行

『
源
氏
釈
』
や
定
家

『
奥
入
』
な
ど
の
先
行
す

る
注
釈

書

に
比
べ
て
、
よ
り
規

模
の
大
き

い
源
氏
注
釈
書

で
あ

っ
た
こ
と
が
窺

え
る
。

西
円
釈
は
、
そ

の
す

べ
て
が
西
円
独
自

の
注

で
あ

っ
た
と
は
考
え

ら
れ
ず
、
先

行
注
釈
書

の
影
響

は
当
然
顧
慮
さ
れ
て
然

る
べ
き

で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
先
行

注
釈
書
と

の
量
的

な
比
較

に
お
い
て
、

西
円
が
新
た

に
加
え
た
注
も
少

な
く

は

な
い
も

の
と
思
わ
れ
る
。
 
『
異
本
紫
明
抄
』
は
、
先
行
す
る
複
数

の
注

釈
書
が

同
様
な
注
文
を
記
し
て

い
る
場
合
、
そ

の
注
釈
書
名
を
列
挙
す

る
と

い
う
形
式

を
取

る
。
『
異
本
紫
明
抄
』

に
お
い
て

「
西
円

(釈
)
」
と
し
か
記

さ
れ
て

い
な

い
注

は
、
西
円
独
自

の
も

の
で
あ

っ
た
可
能
性
が
高

い
。
例
え
ぽ

定
家

の

『
源

氏
釈
』

に
既

に
あ
り
、

西
円
釈

に
も
存
す
る
注

に
対

し
て
、
定
家

を
押

し
退
け

て
西
円

の
名

の
み
記
す
と
は
、
や
は
り
常
識
で
は
考
え
ら
れ
な

い

と

言

え

よ

う
。
従

っ
て
西
円

の
注
釈

は
、
先
行
す
る
諸
注

に
対

し
て
、
独
自

の
も

の
を
含

め
量
的

に
も

か
な
り

の
も
の
で
あ

っ
た
と
思
わ

れ

る
。
『
異
本
紫

明
抄
』
か
ら

知

ら
れ

る
、
注
釈

に
あ
た

っ
て
西
円
が
独
自

に
引
用

し
た
と
見
ら
れ
る
和
漢

の

典
籍

の
う
ち
、
出
典
を
確
認

し
得
た
も

の
を
示
す

と
以
下

の
如
く
で
あ
る
Q

 
 

『
古
今
集
』
『
後
撰
集
』
『
拾
遺
集
』
『後
拾
遺
集
』
『
万
葉
集
』
『
古

今

六
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帖

』
『
人
丸
集
』
『
赤
人
集

(古
今
序

に
も
)
』
『
小
町
集
』
『
業
平
集

』
『
躬

 
 
恒
集
』
『
貫
之
集
』
『
頼
基
集
』
『
朝
忠
集
』
『
元
輔
集
』
『
兼
盛
集
』
『
高
光

 
 
集
』
『
道
綱
母
集
』
『
冷
泉
院
御
集

』
『
紫
式
部
集
』

『
和
泉
式
部
集
』

『
公

 
 
任

集

(引
用

は
道
長

の
歌
)
』
『
三
代
実
録
』
『
栄
華
物
語

』
『
伊
勢
物
語

』

 
 
『
大
和
物
語
』
 
『
宇
津
保
物
語
』
『
枕
草
子
』
『
北
山
抄
』
『
周
礼
』
『
史
記
』

 
 
『
白
氏
文
集
』
『
法
華
経
』

引
用
書

は

『
白
氏
文
集
』
『
史
記
』
と

い
っ
た
外
典

か
ら
、
『
古
今
集
』
を
は
じ

め
と
す

る
勅
撰
集
、
さ
ら

に
は
私
撰
集
、
私
家
集

の
類

に
ま
で
及

ん
で
い
る
。

ま
た

『
北

山
抄
』
と

い

っ
た
故
実
書

の
名
も
見
受
け
ら
れ
る
。

も

と

よ

り
、

『
異
本
紫
明
抄

』
に
西
円
釈
と
し
て
引

か
れ

て
い
る

こ
と
を
根
拠
と
し
て
、

一

概

に
そ
れ
ら
引
用
書
物

の
す
べ
て
を
西
円
自
身
が
披
見
し
て

い
た
と
は
断
じ
ら

れ
な

い
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
中

に
は
、
今
日
現
存

の
先
行
諸
注

に
見

え

ず
、
『
異
本
紫
明
抄
』
も

「
西
円

(
釈
)
」

と
し
か
記
し
て

い
な
い
引
用
も
存
す

る
Q
そ
う
し
た
注
は
西
円
独

自

の
も
の
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
、
引
用
書
は
実
際

に
西
円
が
見

て

い
た
可
能
性
が
強

い
。
源
氏
研
究
が
盛
ん

に
行

わ
れ
た
当
時

に

あ

っ
て
は
、
後

に
触
れ
る
よ
う

に
、
源
氏
談
議
な
ど

の
場
で
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場

か
ら
成
果
が
披
露
さ
れ
、
あ
る

い
は
論
争
が
行

わ
れ
る

こ
と
も
少
な
く
な
か

っ

た
で
あ

ろ
う
。

と
す
れ
ぽ
、
や
は
り
自
説

の
裏
付
け
と
な
る
証
拠
文
献

の
量
と

質
と
が
問
題

と
な

っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
Q
西
円
も
、
手
元

に
相
当
な
量

の
書

物
を
持

っ
て

い
た
で
あ

ろ
う

こ
と
は
、
想
像

に
難
く
な

い
。
彼
が

手

元

に

お

き
、
身
近

に
披
見
し
得
た
書
物
は
質

量
と
も

に
か
な
り

の
も

の
で
あ

っ
た
と
思

わ
れ
る
。

 
さ
て
、
『
異
本
紫
明
抄
』
中
、
も

っ
と
も
注

目
さ
れ

る
記
事
が
次

の
も

の

で

あ
る
Q

 
 
 

…
…

(前
略
)

…
…
鶯

の
ふ
る
す
を
と

へ
る
と

つ
る
伏
所
可

詠
也
、
何

 
 

必

一
准
、

且
此
事
、
去
建
長
五
年
三
月
廿
八
日
談
議
之
時
、

西

円

云

閑

 
 

也
、
教
隆

予
等

日
間
也
、
両
方
相
論
終
以
不
心
行
。
傍
相
議

云
、
尋
問
当

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(書
力
)

 
 

世
和
歌
之
有
議
、
付
被
返
状
各
為
自
身
簡
撮
之
由
可
出

押

昼

云

々
。
然

 
 

問
、
尋
申

典
厩
相
訪
壱
州
、
河
州
李
部
、
東
禅
門
等
之
処
、
皆

い
と

つ
る

 
 

也
云

々
。
傍
播

公
出
押
書
云
、
此
字
、
文

の
心
と
申
、
地
体
と
申
、
可
為

 
 

閑
之
由
、
喧
詞
令
論
申
之
処
、
如
此
御
報
等
者
、
料
簡
之
暇
瑛
和
歌
之
恥

 
 

辱
也
、
傍
自
今
如
此
之
固
論
僻
案

不
可
出
言
、
廿
余
年
此
道
之
稽
古
所
、

 
 

一
時
空
成
畢
、
就
中
於
源
氏
事
者
、
於
此
御
亭
難
為
先
達
、
為
末
学
顕
不

 
 
覚
条
、
被
教
負
子
之
謂
欺
Q
…
…
傍
令
進
上
押
書
之
状
如
件
、
建
長

五
年

 
 

三
月
廿
八
日
 
楡
柳
営
隠
倫
釈
西
円

糀

こ
の
記
事

に

つ
い
て
は
、
既

に
稲
賀
敬

二
氏

に
よ
り
詳

し
い
御
考

説

が

存

す

(4
)

る
。
同
氏

に
導

か
れ

つ
つ
、
お
お
よ
そ
の
内
容
を
略
述
す
れ
ば
、
『
源
氏
物
語
』

初
音

の
歌

(谷

の
ふ
る
す
を
と
づ

〔
へ
〕

る
う
ぐ

ひ
す
)

の
解

釈

を

め

ぐ

っ

て
、
「
と
つ

る

(閑
)
」

か

「
と

へ
る

(
問
)
」

か
意
見
が
分

か
れ

た
。
西

円

が

「
と
つ

る
」

を
主
張

し
、
教
隆
と

「
予
」

(『
異
本
紫
明
抄
』
撰
者
)

は

「
と

へ

る
」
で
あ
る
と
反
論

し
た
。
そ

こ
で
、
典
厩

(
藤
原
伊
信
)
を
使
者

に
し
て
壱

州

(後
藤
基
政
)
・
河
州
李
部

(
源
親
行
)
・
東
禅
門

(素
逞
法
師
)
ら

に
意
見

 
 
 
 
 
 

(5
)

を
求
め
た
と
こ
ろ
、
返
事
が
全
て

「
と

へ
る
」

で
あ

っ
た
た
め
、
西
円
が
自
説

を
撤
回
し
た
、

と
い
う
も

の
で
あ

る
Q
西
円
と
後
藤
基
政

・
源
親
行

・
素
逞
法

師

ら
と
の
交
流
が
確
認
さ
れ
、
注

意
を
要
す

る
。
彼
ら
三
人
が
、
新
和
歌
集

に

そ
れ
ぞ

れ

一
二
首

・
一
〇
首

・
九
首
と
入
集
す
る
有
力
歌
人

で
あ
る

こ
と
も
、

注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ

ろ
う
。
そ

の
ほ
か
留
意
す
べ
き
点
は
多

い
が
、
特

に

西
円
自
身
が

「
源
氏
物
語

の
研
究

に
取
り
組

ん
で
二
十
余
年
」
「
末
学

の

者

に

教
え
ら
れ
る
と
は
負

う
た
子

に
教
え
ら
れ
た
も
同
然
で
あ
る
」

と
言

っ
て
い
る

の
は
、
看
過
し
得
な

い
記
述

で
あ
る
。
建

長
五
年
当
時

の
生
存

(
そ
れ
も
あ
る

一33一



程
度

の
高
齢

で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
)
が
確

認
さ
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
次

の

記
事

と
併

せ
て
、
西
円
が
か
な
り

の
自

信
家

で
あ

っ
た

こ
と
も
窺
知
す
る
こ
と

が
で
き
る
か
ら
で
あ

る
。

『
異
本
紫
明
抄
』
及
び

『
紫
明
抄
』

に

は
、
「
な

か

ご

ろ
舎
兄
親
行

(干
時
李
部

二
千
石
)
が

い
ゑ
に
、
物
申

さ
ん
と
い
ふ
人
を
、

と

へ
ば
、
源
氏
は
り
ま
西
円

と
な

の
る
を
、
あ
る
じ
き

Σ
つ
け
て
す
な
は
ち
対

面
す

る
に
」
と
あ
り
、
源
氏
学
者

と
し
て
聞

こ
え
た
親
行

の
家
に
、
自
ら
何

の

臆
面
も
な
く

「
源
氏
幡
磨

西
円
」

と
名
乗
り
し
て
訪
れ

て
い
た
西
円

の
姿
が
確

認

さ
れ

る
。

 

こ
の
ほ
か

『
河
海
抄

』

に
も

西
円

の
説
が
散
見
さ
れ
、
今

日
、
西
円
を
東
国

の
源
氏
研
究

の
主
要

な

メ
ン
バ
ー
の
ひ
と
り
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
は
容
易

で
あ
る
Q

 
鎌
倉
時
代

に
お

い
て
も
、
『
源
氏
物
語
』
を
読

み
解
く

に
あ
た
り
、
相

当

な

有
職
故
実

に
関

す
る
知
識
が
要
求

さ
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

ま
し
て

『
源
氏

物
語
』

の
舞
台
で
あ
る
都

か
ら
遠
く
離
れ
た
、
宮
廷
生
活
と
は
無
縁

の
東
国

に

あ

っ
て
は
、
そ

の
必
要
性
は

い
や
が
上

に
も
増
大
す
る
と
言
え

よ

う
。
『
異
本

紫
明
抄
』

に
は
、
西
円
釈

と
し
て
公
任

の

『
北
山
抄
』
が
引

か
れ

て
お
り
、
西

円
が
、
故
実
書

を
手
元

に
お
い
て
、
そ
う
し
た
知
識
を
知
り
得

る
位
置

に
い
た

こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、
そ

の
こ
と
は
同
時

に
、

西
円
が
有
識

の
知
識

に
明
る

か

っ
た

で
あ
ろ
う

こ
と
を
物
語

る
も

の
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
よ
う
。
源
氏
学
者

で
あ

る

一
方
、
勅
撰
歌
人
で
私
撰
集

の
撰
者
た
り
得

た
西
円
は
、
歌
合

や
歌
会

の
所
作
礼
法

に
も
通

じ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
東
国

の
諸
撰
集

に
お
け
る
位
置

を
述
べ
る
ま
で
も
な
く
、
当
時

の
東
国

に
あ

っ
て
、
西
円
が
第

一
級

の
文
化
人

で
あ

っ
た

こ
と
は
、
衆
目

の
認

め
る
と

こ
ろ
で
あ

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

 
西
円
法
師
は
、
宇
都
宮

に
住

し
て
い
た
僧

侶
歌
人
で
あ
り
、
質
量
と
も

に
か

な
り
の
典
籍
を
手
元

に
お

い
て
、
古
典
研
究
と
作
歌
活
動

に
勤
し
ん
で
い
た

こ

と
を
事
実
と
し
て
確
認

し
て
お
き
た

い
。

2

 
宇
都
宮
歌
壇

の
諸
活
動
の
う

ち
、
新
和
歌
集
中

の
歌
会

・
歌
合

・
勧
進
和
歌

等

の
催
し

に
つ
い
て
は
、
既

に
前
稿

に
述

べ
た
通
り
で
あ

る
。
前

稿

に

お

い

て
、
歌
人

の
顔
ぶ
れ
の
側

か
ら
考
察
を
試
み
た
歌
合

・
歌
会

の
類
を
、
見
方
を

換
え

て
、
新
和
歌
集

へ
の
採
歌
状
況
、

つ
ま
り
撰
歌

の
資
料
と

し
て
の
立
場

か

ら
捉

え
直
す
と

い
う
方
法
は
、
新
和
歌
集
の
撰
集
作
業

を
想
定
す

る
上

で
、
有

効

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

 
新
和
歌
集

に
お
け
る
歌
合

・
歌
会

・
勧
進
和
歌
等

の
催

し
は
、
前
稿

に
示
し

た
如
く
、
時
朝
主
催

に
よ
る
も

の
、
景
綱

主
催

に
よ
る
も

の
の
二

つ
に
大
別
さ

れ

る
Q
時
朝
主
催

の
中

で
、
も

っ
と
も
大
が

か
り
な
催

し
は
稲

田
姫
社
十
首

で

あ

り
、
景
綱
主
催

の
そ
れ
は
、
景
綱
百
五
十
番
歌
合

・
同
五
十
番
歌
合

で
あ

ろ

う
o
 
稲

田
姫
社
十
首
歌
会
は
、
時
朝

の
所
領
で
あ

る
常
陸
稲
田
の
地

に
鎮
座
す

る

稲

田
神
社

に
お

い
て
催
行
さ
れ

た
。
講
師

は
時
朝

で
あ
る
。
新
和
歌
集

よ
り
知

り
得

る
参
加
歌
人
を
列
挙
す
れ
ば
、
時
朝

を
は
じ
め
、
泰
綱

・
浄
意

・
西
円

・

証
定

・
時
家

・
朝
景

・
蔭
清

・
光
俊

・
政
家
ら
、
十
人
を
数
え

る
。
新
和
歌
集

を
代
表
す
る
地
元
東

国

の
歌
人
達
が
、
京

か
ら
下
向

の
光
俊

を
迎
え
、
常
陸
稲

田
の
地

に

一
同

に
会
し
た
か
の
感
が
あ
る
。
光
俊
を
招

い
て
の
大

々
的
な
歌
会

で
あ
る

こ
と
、
及
び
そ
の
参
加
歌
人

の
顔

ぶ
れ

か
ら
、
同
歌
会
が
宇
都
宮
歌
壇

に
お
け
る
最
大

の
催

し
で
あ

っ
た

こ
と
は
、

ほ
と

ん
ど
疑

い
を

入
れ
な

い
と
言

え

よ
う
。
し
か
し
、
宇
都
宮
歌
壇

に
と

っ
て
甚
だ
意
義
深

い
催
し

で
あ

っ
た

に

も

か
か
わ
ら
ず

、
同
十
首

か
ら

の
新
和
歌
集

へ
の
入
集

は

一
六
首

に

過

ぎ

な

い
。

こ
の
数
字

は
、

稲
田
姫
社
十
首

の
性
格

に
鑑
み
て
、
新
和
歌
集

へ
の
採
歌

一34一



が
少

な
過
ぎ
る
と
は
言
え

ま
い
か
。
遠
来

の
光
俊
を
招
き
、
新
和
歌

集
の
主
要

歌
人
が
顔

を
揃
え
た
重
要

な
歌
会

で
あ
れ
ば
、

よ
り
多
く
の
入
集
が
自
然

で
あ

ろ
う
。
少

な
く
と
も

一
六
首

と

い
う

よ
う
な
採
歌
数

に
と
ど
ま
る

こ
と
は
な

い

よ
う

に
思

わ
れ
る

の
で
あ

る
。
撰
者
が
新
和
歌
集
を
編

む
上
で
、
稲
田
姫
社
十

首

に
下
し
た
撰
集
資
料

と
し
て
の
評
価
は
、
宇
都
宮
歌
壇
最
大

の
催
し
で
あ

っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
意
外

に
低

い
も

の
で
あ

っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。

 
次

に
、
景
綱

の
主
催

し
た
百
五
十
番
歌
合

・
同
五
十
番
歌
合

に
つ
い
て
検
討

を
加
え
た
い
。

こ
の
二

つ
の
歌
合

は
、
そ

の
番
数

か
ら
推
し
て
も
、
相
当

な
規

模

の
催
し
で
あ

っ
た

こ
と
が
容
易

に
想
像

で
き

よ
う
。
新
和
歌
集

の
撰
者

と
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(6
)

て
、
石
川
速
夫
氏
は
景
綱

を
想
定
さ
れ

て
い
る
。
景
綱
説

を
再
吟
味
す
る
上
で

も
、

こ
れ
ら
二
つ
の
歌
合

が
、

ど
の
程
度
新
和
歌
集

の
撰
集
資
料
と
し
て
使
用

さ
れ
て

い
た
か
を
検
討
す

る
こ
と
は
、
意
味
が
あ

ろ
う
。
新
和
歌
集

へ
の
両
歌

合

か
ら

の
入
集
歌
数
は
、
百
五
十
番
歌
合
が

=
二
首
、
五
十
番
歌
合

に
至

っ
て

は
僅

か
四
首

で
あ

っ
た
。
新
和
歌
集

の
撰
者
が
景
綱

で
あ

っ
た
と
す
れ
ぽ
、
両

歌
合
か
ら
の
新
和
歌
集

へ
の
入
集

は
勢

い
多
く
な

る
の
が
自
然

で
あ
ろ
う
。

し

か
し
、
実
際

は
む
し
ろ
そ
う
で
は
な
く
、
景
綱
百
五
十
番
歌
合

・
同
五
十
番
歌

合

は
、
そ
の
歌
合

の
規
模

に
比
し
て
、
新
和
歌
集

へ
の
入
集
が
少
な
過
ぎ
る
と

言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。

 
既

に
前
稿

で
の
検
討
結
果
か
ら
も
明

ら
か
な

よ
う

に
、
景
綱

の
主
催
す
る
歌

合

・
歌
会
等

に
参
加

・
出
詠
し
て

い
る
歌
人
達

は
、
新
和
歌
集

に
多
数
入
集
す

る
歌
人
達
と
は
、
そ

の
顔

ぶ
れ
が
異

な

っ
て
お
り
、
ま
た
、
そ
う
し
た
催
し
か

ら
の
新
和
歌
集

へ
の
入
集
も
多

い
と
は
言

え
な

い
Q
言

い
換
え
れ
ぽ
、
景
綱
関

係

の
歌
合

・
歌
会
等

の
催
し
は
、
新
和
歌
集

の
撰
集
資
料
と
し
て
、
そ
れ

ほ
ど

重
き

を
な
し
て

い
な
か

っ
た
、
主
た
る
撰
集
資
料

た
り
得
な

か

っ
た
、

と
い
う

こ
と
に
な
ろ
う
。
宇
都
宮
宗
家

の
景
綱
が
撰
老

で
あ

っ
た
と
考
え
る
よ
り
は
、

む
し
ろ
そ
れ
以
外

の
人
物

に
、
新
和
歌
集

の
撰
者
を
求

め
た
ほ
う
が

よ
り
自
然

で
は
あ

る
ま

い
か
。
嘆
老

・
哀
傷

の
歌

や
、
世

の
無
常

を
詠
じ
た
歌
を
多
く
収

め
る
新

和
歌
集
が
、
年
若

い
景
綱

の
手

に
よ

っ
て
編

ま
れ
た
と
は
考
え
難

い
。

新
和
歌
集

に
四
八
首
選
入
さ
れ
て

い
る
彼

の
歌

の
う
ち
、
彼

の
家
集

『
沙
弥
蓮

 
(7
)

楡

集
』
全
六
九
五
首
と

の
共
通
歌
は
、
僅

か
に
四
首
で
あ

る
こ
と
も
、
景
綱
撰

者
説

に
は
不
都
合
な
点

で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

 

新
和
歌
集

の
撰
者

に
よ

っ
て
、
も

っ
と
も
採
歌

の
対
象

に
さ
れ
た
、

つ
ま
り

は
中
心
と
な

っ
た
撰
集
資
料
は
何
で
あ

っ
た
か
。

こ
の
こ
と
を
考
察
す
る

こ
と

は
、
新

和
歌
集

の
実
質
的
撰
者
を
想
定
す

る
上
で
、
極

め
て
重
要

で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
そ

の
歌
稿

こ
そ
が
、
撰
者

が
も

っ
と
も
手
近
に
置

い
て
参
考
と
し
た

撰
集
資
料

に
ほ
か
な
ら
な

い
か
ら
で
あ

る
Q

3

 

前
稿

に
お

い
て
、
詞
書

に
そ

の
主
催
老
が
明
記
さ
れ
て

い
な

い
こ
と
を
理
由

に
考
察

の
対
象
外
と
し
た
催
し

に
、
宇
都
宮
神
宮
寺
二

十

首

が

あ

っ
た
。
以

下
、

こ
の
催

し
に
つ
い
て
、
詳
し
く
考
察

を
試

み
た

い
。

 

宇
都

宮
神
宮
寺

と
は
、
代

々
宇
都
宮
氏
が
そ
の
社
務
職

を
相
伝
す

る
宇
都
宮

明
神

に
、
建
立
さ
れ
た
寺
院
で
あ
る
。
当
時

は
本
地
垂
 
思
想

に
よ
る
神
仏
混

濡

が
盛

ん
で
、
そ

の
結
果
、
神
社

の
境
内

な
ど

に
神
宮
寺
が
構
築
さ
れ
る

こ
と

は
珍
し
く
な
か

っ
た
。
頼
綱

(
蓮
生
)

を
は
じ
め
、
元
来
は
神
官

で
あ

る
は
ず

の
宇
都

宮
宗
家

の
人

々
も
、
篤
く
仏
教

に
帰
依

し
て

い
る
。

 

こ
こ
で
、
当
時

の
神
宮
寺

の
有
り
様
を
、
古
記
録

に
よ
り
簡
単

に
辿

っ
て
み

た

い
。

 

『
宇
都
宮
弘
安
式
条

』
は
、
宇
都
宮
氏
及
び
そ
の
家
臣
団
の
守

る
べ
き
諸
事

項
を
成
文
化
し
た
も

の
で
、
武
家
家
法

の
先
駆
的
存
在
と
し
て
も
注

目
さ
れ

て
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い
る
。
冒
頭

に

「
私
定
置
条

々
 

弘
安
六
年
癸
未
」
と
あ

る
こ
と

に
よ
り
、
そ

の
制
定
は
景
綱

の
時
代

で
あ

っ
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
Q
同
式
条
全
七
十
箇
条

の

中

に
は
、
神
社

・
神
宮
寺

に
関
す
る
条
項
が

二
十
四
箇
条

の
多
き

に
わ
た

っ
て

含
ま
れ

て
い
る
。
そ
の
う

ち
、
第
二
条

・
第

三
条
は
、
次

の
よ
う
な
条
文

よ
り

成
る
。

 
 
 

一
、
神
宮
寺
併
尾
羽
寺
往
生

院
善
峰
堂
塔
庵
室
等
、
可
加
修
理
事

(第

 
 
 
 
二
条
)

 
 
右
、
伽
藍
之
洪
基
者
、
累
祖
之
氏
寺
也
、
土
木
之
構
、
起
自

父

祖

之

懇

 
 
志
、
若
有
破
損
之
聞
者
、
早
速

可
令
修
治
也
、

 
 
 

一
、
当
社
学
頭

・
事

(
第
三
条
)

 
 
右
、
令
置
衆
中
之
学
頭
者
、
為
抽
向
後
之
聖
目
也
、
然
者
当
寺
止
住
之
禅

 
 
侶
、
稽
古
抜
群
之
名
誉
、
誠
無
其
陰
者
、
須
用
其
仁
也
、

第

二
条

で
は
、
神
宮
寺

の
構
築
が

「
父
祖

の
懇
志

」
で
あ

る
と
し
、
破
損

の
場

合

の
速
や
か
な
修
理

を
義
務
づ
け
て

い
る
。
第

一
条

が
宇
都
宮
明
神

に
つ
い
て

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

(8
)

の
修
理
規
定
で
あ

る
こ
と
を
思
う
時
、
宇
都
宮
氏

の
依
り
処

で
あ
る
明
神

に
準

じ
る
神
宮
寺

の
重
要
性
が
容
易

に
看
取
さ
れ
よ
う
。
続
く
第
三
条
は
、
学
頭

の

規
定
で
あ
る
。
内
容

は
、
「
当
寺

に
止
住

の
禅
侶

に
し
て
、
稽
古
抜
群

の
名

誉

そ

の
陰
り
な
き
」
人
物
を
選

ん
で
、
「
向
後

の
聖
目

に
抽

ん
で
ん
が

た

め
」

に

学
頭
を
置
く
、

と
い
う
も

の
で
あ

る
Q
当
時
、
宇
都
宮

に
多
数

の
僧
侶
が
居
住

し
て

い
た
こ
と
が
確
認

で
き
る
と
と
も

に
、
神
宮
寺

に
止
住
す
る
供
僧

の
中

か

ら
、
碩
学
の
人
物

を
選

ん
で
学
頭
と
し
、
僧
侶
達

の
取
り
纏

め
と
指
導

に
当

た

ら
せ
て

い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
、
甚
だ
興
味
深

い
。

こ
の
他
、
同

式

条

中

に

は
、
神
宮
寺

の
供
僧
が
心
得
る
べ
き
諸
事

に
つ
い
て
の
細

か
い
取
り
決
め
も
多

数
存
在
し
て

い
る
。

 
と

こ
ろ
で
、
同
時
代
と
は

い
え
、
『
弘
安
式
条
』
は
新
和
歌
集

の
成
立

に
遅

れ

る
こ
と
約
二
〇
年
、
僅

か
で
は
あ
る
が
後
代

の
史

料
で
あ

る
。

し
か
し
、

こ

れ
ら
神
宮
寺

の
諸
規
定

は
、
弘
安
六
年

に
お
い
て
初
め
て
定

め
ら
れ

た
と
見

る

よ
り
、
「
以
前
か
ら
す
で
に
代

々
に
わ
た

っ
て
行
わ
れ
て

い
た
慣

行

を
、
改

め

 
 
 
 

 
 

(9
)

て
成
文
化

し
た
も

の
」
と
考
え

る
方
が
、

よ
り
自
然
で
あ
る
と
思

わ
れ
、
新
和

歌
集

の
撰
集
期

に
お

い
て
は
、
既

に
神
宮
寺

の
諸
機
能
は
整

い
つ
つ
あ

っ
た
の

で
は
な

い
か
。
後

に
引
く

『
明
月
記
』
寛
喜
元
年

(
=

一
二
九
)

の
記
事

は
、

そ
の
時
点

で
の
神
宮
寺

の
存
在

を
物
語

っ
て
い
る
。
ま
た
、
弘
安
年

間

に
先
立

ち
、
宇
都
宮

の
地
が
僧
侶

の
参
集

の
地
で
あ

っ
た
ら
し

い
こ
と
は
、

新
和
歌
集

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

(10
)

中

の
詠
歌
等

に
よ

っ
て
も
窺
知
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

 

さ
て
、
新
和
歌
集
と
は
、
宇
都
宮
氏
を
中

心
に
そ

の
関
連
す

る
詠

歌
を
蒐
集

し
た
撰
集
で
あ

っ
た
。
確

か
に
、
上
位

入
集
歌
人
や
、
巻
頭
巻
軸

を
も

っ
て
遇

さ
れ

る
主
要
歌
人

の
、

そ
の
殆
ど
は
宇
都
宮
氏

の

一
族

に
よ

っ
て
占

め
ら
れ

て

い
た
。
し

か
し
、

一
部

の
主
要
歌
人
を
考
慮

の
外

に
置

い
て
、

入
集

歌
数

の
多

寡

に
よ
ら
ず
、
そ

の
構
成
歌
人

の
み

に
着
目

し
た
時
、
新
和
歌
集

と
は
、

一
方

で
、
名
も
無
き
僧
侶
歌
人
達

の
歌
を
幅
広
く
蒐
集
し
た
撰
集

で
あ

る
、
と
言
う

こ
と
が

で
き
る
。
新
和
歌
集

の
歌
人
全

一
八
六
人
中
、
僧
侶
歌
人

は
六
五
人
を

占

め
、
そ

の
う
ち

一
首

の
み
の
入
集
が
二
七
人
、

二
首
入
集
が

一
〇

人
を
数
え

る
。
新
和
歌
集
は
、
宇
都
宮
氏

に
関
係
の
深

い
詠
歌
を
蒐
集

し
て

い
た
。
そ
の

宇
都
宮
氏
が
社
務

職
を
相
伝
す
る
宇
都
宮
明
神

の
傍
ら

に
は
、
神
宮
寺

が
建
立

さ
れ

て
お
り
、
明
神
同
様

に
重
要
な
寺

院
と
し
て
、
宇
都
宮

氏

に
よ
り
手
厚

い

保
護
が
な
さ
れ

て
い
た
。
宇
都
宮
は
僧
侶
参
集

の
地

で
あ
り
、
多

く

の
僧
侶
が

居
住

し
て
い
た
。

こ
の
よ
う

に
考
え
て
く
る
と
、
宇
都
宮
氏

一
族

の
撰
集
と
も

言
え

る
新
和
歌
集

に
、
歌

を
採

ら
れ
て

い
る
多

く
の
僧
侶
歌
人
達

が
、
宇
都
宮

神
宮
寺
と
無
関
係
で
あ

っ
た
と
は
考
え
難

い
。

 

そ
し
て
、
そ

の
よ
う
な
僧
侶
歌
人
達

の
代
表

と
で
も
言
う
べ
き
存
在
が
、
新
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和
歌
集

に

一
七
首

の
入
集
を
数
え
る
西
円
法
師
で
あ

っ
た
Q
彼
は
、
宗

家
庶
家

を
問
わ
ず
、
宇
都
宮
氏

の
人

々

(
泰
綱

・
時
朝

・
時
家
ら
)

と
、
歌
席

に
於

て

同
席

し
得
る
ほ
ど

の
人
物

で
あ

っ
た
Q
親
行

と
も
対
等

に
接
し
て
お
り
、
か
な

り
の
地
位

に
い
た
僧
侶

と

い
う

こ
と

に
な
ろ
う
。
前
稿
を
も
含
め
、

こ
れ
ま
で

確
認

し
て
き
た
種

々
の
点
よ
り
、
稿
者
は
、
西
円

を
、
宇
都
宮
神
宮
寺

の
供
僧

で
は
な

か
っ
た
か
、
と
推
定
す

る
Q
加
え
て
、
そ
う

し
た
社
僧
達

の
中

で
も
、

か
な
り

の
地
位

に
い
た
人
物

と
考
え
た

い
Q
『
弘
安
式
条
』
第
三
条

に

は
、
神

宮
寺

の
僧
侶
の
う
ち
碩

学
の
者

を
学
頭
と
す
る
規
定
が
見
ら
れ
る

こ
と
は
、
先

に
述

べ
た
。
西
円

の
時
代
か
ら
、

こ
の

「
学
頭
」
の
制
度
が
行
わ
れ
て

い
た
か

に

つ
い
て
は
、
今
日
確
認
す

る
す

べ
を
持
た
な

い
。

し

か

し
、
西

円

が

『
式

条
』
の
言
う
学
頭

に
当
た
る
べ
き

立
場

の
人
物
で
あ

っ
た
点
は
、
ほ
と
ん
ど
疑

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(11
)

い
を
入
れ
な

い
も

の
と
思
わ
れ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(12
)

 
宇
都
宮
氏

一
族

で
あ

っ
た
か
否
か
に

つ
い
て
は
お
く
と
し
て
、

西

円

法

師

は
、
宇
都
宮
神
宮
寺

に
住
し
、
供
僧

と
し
て
、
そ

の
中
心
的
立
場

に
あ

っ
た
も

の
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

 

新
和
歌
集

に
は
、
宇
都
宮
神
宮
寺

に
関

わ
る
詠
歌
群
と

し

て
、
「
宇
都
宮
神

宮
寺
障
子
歌

に
」
と
題
す

る
定
家

・
家
隆

の
歌
が
合
わ
せ
て
五
首
収

め
ら
れ
て

い
る
。
宇
都
宮
神
宮
寺

二
十
首

に
つ
い
て
の
具
体
的
な
考
察

に
移

る
前

に
、
同

障
子
歌
に
つ
い
て
簡
単

に
触
れ
て

お
き
た

い
。

こ
れ

に
つ
い
て
は
、
『
明
月
記
』

に
次

の
如
き
記
事
が
存
在
す

る
。

 
 
ー

関
東
入
道
於
本
居
所
作
堂
障
子
、
書
大
和
国
名
所

(十

ケ
所
)、
予

 
 

前
宮
内
卿
令
詠
歌
、
可
押
色
紙
形
由
読
宰
相
。
傍
今
朝
腰
折

五

首

書

送

 
 

(葛
木
山
、
春

、
久
米
磐
橋
、
同
、
多
武
峰
、
同
、
布
留
社
、
夏
、
初
瀬

 
 

山
、
同
、
)
。
前
宮
内
卿

(吉
野
山
、
春
、
二
上
山
、

三
輪
山
、
夏
、
龍

田

 
 

山
、
秋
、
春

日
山
、
同
)

秀
歌
多
Q
可
恥
Q
行
能
朝
臣
可
書

云
々
。
世
以

 
 
錐
処
軽
忽
、
此

三
人
没
後
、
詠
歌
右
筆
誰
人
乎
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(寛
喜
元
年
七
月
二
十

九
日
条
)

『
明
月
記
』

に
よ
れ
ぽ

、
定
家
が
葛
城
山
以
下

の
題

で
、
家
隆

が
吉

野
山
以
下

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(13
)

の
題
で
そ
れ
ぞ
れ
五
首
ず

つ
詠
作

し
た
こ
と
が
窺
わ
れ

る
。

こ
の
障
子
歌
十
首

は
、
宇
都

宮
に
送
ら
れ
て
く
る
問

に
定
家
と
家
隆

の
歌
が
入
れ
代
わ

っ
て
し
ま

っ
た

の
か
、
新
和
歌
集

に
お

い
て
は
、
実
際

の
歌
と
詠
作
者
と
が
取
り
違

え
ら

れ

て
撰
入
さ
れ

て
い
る
。
「
本
居
所
作
堂
」
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
宇

都

宮

神
宮
寺

の
こ
と
で
あ

る
。
既

に
見
て
き

た
如
く
、
景
綱

の
代

に
制

定

さ

れ

た

『
宇
都
宮
弘
安
式
条
』
第

二
条

に
は
、
神
宮
寺

の
構
築
が

「
父
祖

の
懇
志

」
で

あ

る
と
明
記
さ
れ

て
い
た
。
神
宮
寺

の
障
子
和
歌
を
懇
望

し
た
頼
綱

つ
ま
り
蓮

生
法
師

(
H
関
東

入
道
)
は
、
景
綱
の
祖
父

に
当
た
る
人
物

で
あ

る
。

 
石
川
速
夫
氏
は
、
宇
都
宮
神
宮
寺
二
十
首

の
個

々
の
詠
歌
と
、
定
家

・
家
隆

の
宇
都
宮
神
宮
寺
障
子
歌

と
の
間

に
、
影
響
関
係
が
認
め
ら
れ
な

い
こ
と
を
根

拠

と
し
て
、
同
二
十
首

は

「
定
家
ら
が
障

子
歌

を
贈

っ
た
寛
喜
元
年

(
一
二
二

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(14
)

九
)
秋

七
月
以
前

の
歌
会

で
は
な

か

っ
た
ろ
う
か
と
想
像
す
る
の
で
あ

る
」
と

さ
れ
た
。

し
か
し
、
宇
都
宮
神
宮
寺

二
十
首

に
は
後
藤
基
隆
が
参
加
出
詠

し
て

お
り
、
基
隆

の
生
年

を
勘
案
す
れ
ぽ
、
寛
喜

元
年
以
後

の
催
し
で
あ

る
と
考
え

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(15
)

る
方
が
妥
当

で
あ

る
と
思
わ
れ
る
Q
正
確
な
催
行
年
次
は
不
明
で
あ

る
が
、

こ

の
ほ
か
素
逞
が
参
加
出
詠
し
て
お
り
、
少
な
く
と
も
そ

の
没
年

(
弘

長

三

年

 
 
 
 
 
 
 

(16
)

(
一
ご
六
三
)

八
月

か
)
以
前

の
成
立
で
あ

ろ
う
。

 

さ
て
、
新
和
歌
集
を
編
む
上
で
、
宇
都
宮
神
宮
寺
二
十
首

の
果
た
し
た
撰
集

資
料
と
し
て

の
役
割

は
如
何
な
る
も

の
で
あ

っ
た

の
か
。
宇
都
宮
神
宮
寺
二
十

首

か
ら

の
新
和
歌
集

へ
の
採
歌
は
、
四
六
首

で
あ

る
。
こ
の
、
新
和
歌
集

の
総

歌
数
八
七
五
首

に
対
す

る
四

六
首
と

い
う
数

は
、
百
分
率

で
示
す

と
全
体

の
約

5

・
3
%

に
あ
た
り
、
単
純

に
考
え
れ
ぽ
、
実

に
新
和
歌
集
の
お
よ
そ

一
九
首
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に

一
首
が
同

二
十
首

の
歌
と

い
う
こ
と

に
な
る
。

こ
の
数
値
を
、
新
和
歌
集

の

成

立
を
挾

む
か
た
ち
で
、
相
次

い
で
成
立
し
た
同
時
期

の
勅
撰
集

に
お
け

る
定

数
歌

の
場
合
と
、
比
較

し
て
み
た

い
。
『
続
後
撰
集
』

へ
の
、
宝
治
百
首

か

ら

の
入
集
は

一
三
七

一
首
中
五
七
首

(約

4

・
2
%
)
、
『
続
古
今
集

』

へ
の
、
弘

長
百
首

か
ら

の
採
歌
は

一
九

一
五
首
中

二
五
首

(約

1

・
3
%
)

で
あ

る
。
ま

た
、
時
代
は
下

る
も

の
の
、
『
新
後
撰
集
』
と
嘉

元
百
首

の
場
合
が

一
六

〇

七

首

中
五
七
首

(
約

3

・
5
%
)

と
い
う
採
歌
状
況
で
あ

る
。

こ
れ
ら
と
比
較
考

勘

し
た
時
、
新
和
歌
集

へ
の
宇
都
宮
神
宮
寺

二
十
首
か
ら
の
採
歌
は
、

公
的
な

百
首

に
劣

ら
ず
、
高
率
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
に
、
勅
撰
集

と
応
制
百

首
と

の
関
係

に
も
擬

せ
ら
れ

る
、
新
和
歌
集
と
宇
都
宮
神
宮
寺
二
十
首
と
の
緊

密

な
関
係

を
読

み
取
る
こ
と
が
可
能
で
あ

ろ
う
。
さ
ら
に
言
え
ぽ
、
二
十
首

と

い
う
歌
数

は
、
量
的

に
は
百
首

の
僅

か
五
分

の

一
に
し
か
過
ぎ
な

い
。
そ
れ

に

も
関
わ
ら
ず
、
同

二
十
首
は
新
和
歌
集
最
大

の
撰
集
資
料
た
り
得
て

い
る
。
新

和
歌
集

を
編
む
上

で
、
撰
者

は
他

の
何
物

に
も
ま
し
て
、
宇
都
宮
神
宮
寺

二
十

首

を
、
最
も
主
要
な
撰
集
資
料

と
し
て
使
用

し
た
と

い
う
こ
と

に
な
る
。

 

と

こ
ろ
で
、
当
り
前

の
こ
と
で
あ
る
が
、
当
初
よ
り
勅
撰
集

の
撰
集
資
料

た

る
ぺ
く
催
行

さ
れ

た
、
公
的

な
応
制
百
首

に
お
い
て
、

そ
の
詠
進
歌
人
達

は
そ

の
ま
ま
各
勅
撰
集

の
主
要
歌
人

を
網
羅
し
て
い
る
。
宇
都
宮
神
宮
寺
二
十
首

の

場
合
は
ど
う

で
あ

ろ
う
か
。
新
和
歌
集
よ
り
知
ら
れ
る
参
加
出
詠
歌
人
を
列
挙

す
れ
ば
、
以
下

の
通

り
で
あ
る
。

 
 
 

西
円
法
師

(
一
七

・
3
)
 
 
 

海
忍
法
師

(
一
二

・
10
)

平
光
幹

(
九

・
1
)

藤
原
時
家

(
八

・
4
)

照
因
法
師

(
八

・
1
)

藤
原
重
頼
女

(
七

・
1
)

素
逞
法
師

(
九

・
5
)

権
律
師
謙
忠

(
八

・
2
)

藤
原
朝
氏

(
七

・
1
)

古
同
階
重
氏

(
六

・
-
)

藤

原
基
隆

(
五

・
1
)

源

基
氏

(
四

・
2
)

神
行
邦

(
二

・
2
)

謙

基
法
師
妹

(
二

・
2
)

丹
波
国
長

(
二

・
1
)

証

蓮
法
師

(
一
・
1
)

 
 
 

*

(

)
内

は
、

清
原
時
高

(
五

・
1
)

謙
基
法
師

(
三

・
2
)

平
秀
政

(
三

・
2
)

藤
原
清
定

(
二

・
1
)

源
憲
綱

(
一
・
1
)

謙
基
法
師
姉

(
一
・
1
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
漢
数
字
-
新
和
歌
集
入
集
歌
数

・
ア

ラ
ビ
ア

 
 
 
 
 
 
 
数
字
ー

う
ち
宇
都
宮
神
宮
寺

二
十
首
か
ら
の
採
歌
数

 
在
京
し
て

い
た
と
思
わ
れ
る
蓮
生

(新
和
歌
集

へ
の
入
集

六
四
首

・
一
位
)
、

既

に
没
し
て

い
た
信
生

(
三
四
首

・
六
位
)

の
兄
弟

の
出
詠

が
な

い
の
は
頷

け

る
。
し

か
し
、
時
朝

(
五

一
首

・
二
位
)
、

景
綱

(
四
七
首

二
二
位
)
、

泰

綱

(
四
四
首

・
四
位
)
、
浄
意

(
三
七
首

・
五
位
)
ら
、
新
和
歌
集

に
三
〇

首

以

上

の
入
集
を
み
る
上
位
歌
人
達

の
そ

の
全
て
が
、
例
外
な
く
宇
都
宮

神
宮
寺

二

十
首

に
は
参
加
出
詠

し
て

い
な
い
。
む
し
ろ
同

二
十
首

の
参
加
歌

人
は
、
そ
う

し
た
上
位
入
集
歌
人
達

の
次
位

に
位
置
す

る
、

一
〇
首
前
後

の
歌

人
達

で
あ

る

と

い
う
事
実

が
読

み
取
れ
る
。
新
和
歌
集
中

の
多
く

の
歌
会

・
歌
合

・
勧
進
和

歌
等

の
催
し

に
お

い
て
、
主
催
者
も
し
く
は
中

心
的
存
在
で
あ

っ
た
時
朝

・
浄

意
が
、

こ
の
宇
都
宮
神
宮
寺

二
十
首

に
は
出
詠

し
て
い
な

い
点

も
留
意
さ
れ
よ

う
。
ま

た
、
宇
都
宮

の
地
で
催
行

さ
れ
た
は
ず

の
催

し
で
あ
れ
ぽ
、
宗
家

の
泰

綱

・
景
綱
父
子
が
参
加

し
て
い
な

い
点
も
、
不
審

と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。

 
以

上
、
宇
都
宮
神
宮
寺

二
十
首
に

つ
い
て
、
諸
点

を
整
理
し

て
み
る
と
以
下

の
よ
う

に
な

ろ
う
。

 

(
a
)
新
和
歌
集
を
編

む
上
で

の
、
第

一
級

の
撰
集
資
料
で
あ

る
Q

 

(
b
)

し
か
し
、
そ
の
参
加
歌
人
は
、
新
和
歌
集

の
主
要
な
歌
人
達

で
あ

る

 
 
 

と
は
言

い
難
く
、
む

し
ろ
中

堅
歌
人
達
が
多

い
。

38一



 

(
c
)
「
宇
都
宮
神
宮
寺
」
と

い
う
名
を
冠
し
て
い
な
が
ら
、
宇
都
宮

明

神

 
 
 
の
社
務
職

を
相
伝
す

る
宗
家

の
泰
綱

・
景
綱
父
子
は
参
加
し
て

い
た
形

 
 
 
跡
が
認
め
ら
れ
な

い
。

 
さ
て
、
以
上

の
三
点
よ
り
看
取
さ
れ
る

こ
と

と

し

て

は
、
先
ず

(
c
)

よ

り
、
宇
都
宮
神
宮
寺

二
十
首
は
宇
都
宮
家

に
よ
り
執

り
行
わ
れ
た
二
十
首
で
は

な

か

っ
た
、
換
言
す
れ
ば
、
宇
都
宮
氏

一
族

に
と

っ
て
の
、

い
わ
ぽ

公
的
な
二

十
首
で
は
な
か

っ
た
、
と

い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
(
b
)

の
参

加

歌

人

に
目
を
転
じ
た
時
、
よ
り

一
層
そ

の
感

を
強
く

せ
ざ

る

を

得

な

い
。
次

い

で
、
同
二
十
首
は
、
実
際

に
歌
会
と

い
う
形
で
催
行
さ
れ
た
も

の
か
ど
う
か
、

疑
わ
し

い
点
で
あ
る
。
参

加
歌
人

の
中

に
は
、
素
逞
法
師
や
藤
原

(後
藤
)
基

隆
、
津
忍
法
師
な
ど
、
東
国
文
学
圏

に
お

い
て
無
視

で
き
な

い
歌
人
達

も
存

し

て
い
る
。
下
総
東
荘

の
素
逞
法
師

・
鎌
倉

の
後
藤
基
隆

・
鹿
島
社

に
関

係
が
深

く
、
そ
の
周
辺

に
住
し
て

い
た
で
あ

ろ
う
浄
忍
法

師
ら
が
、
遠
路
は

る
ぽ
る
宇

都
宮
ま
で
出
向
き
、
歌
会
と

い
う
形
式

の
も
と
、
宇
都
宮
神
宮
寺

二
十
首
が
催

行
さ
れ
た
と
は
考
え
難

い
。
特

に
、

か
な
り

の
老
齢
で
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(17
)

素
逞

の
場
合
、
宇
都
宮
ま

で
の
遠
出

は
些

か
疑
問
視
さ
れ
、

さ
ら

に
、
歌
会
と

し
て
大

々
的

に
催
行
さ
れ
た

の
で
あ
れ
ぽ
、
泰
綱

・
景
綱

ら
宗
家

の
歌
人
達

が

無
関
係
で
あ
る
は
ず

は
な
く
、
(
c
)

に
抵
触
す
る
。

と
す
れ
ぽ
、

宇
都
宮
神

宮
寺

二
十
首
と
は
、
宇
都
宮
神
宮
寺

に
奉
納
す
べ
く
、
何
者

か
に
よ
り
私
的

に

企
画

・
勧
進
さ
れ
た
定
数
歌
で
は
な
か

っ
た
か
。
謙
基
法
師
、
及
び
謙
基
法
師

姉

・
同
妹
と

い
う
よ
う
に
、
謙
基
の
縁
者
が
ま
と
ま

っ
て
二
十
首
を
詠
じ
て

い

る
点
も
、
歌
会
と

い
う
場

に
於
て
の
詠
作

で
は
な
く
、
私
的
な
結
び
付
き

に
よ

る
勧
進
和
歌
で
あ

っ
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
よ
う

に
思

え
る
。

二
十
首
と

い

う
歌
数
も
、
私
的
な
勧
進
和
歌
と
考
え
る
上

で
不
合
理
で
は
な
く
、
む

し
ろ
適

当
な
規
模
で
あ

る
と
言
え

よ
う
。

 

こ
こ
で
、
宇
都
宮
神
宮
寺

二
十
首

の
詞
書
を
、
稲

田
姫
社
十
首
な
ど
そ
の
他

の
催

し
の
そ
れ
と
比
較
し
て
み
た
い
。
新
和
歌
集

に
お
い
て
、
様

々
な
催
し
を

示
す
詞
書
の
幾

つ
か
を
、
以
下

に
そ

の
ま
ま
掲
げ

て
み
る
。
(
い
ず
れ
も

初

出

を
も

っ
て
示
す
Q
数
字
は
新
和
歌
集

の
歌
番
号
)

 
 
①
右
大
弁
光
俊
朝
臣
鶴
岳
社

に
て
講
じ
侍

け
る
十
首
歌
中

に
 

(
五
)

 
 
②
藤
原
時
朝
、
稲
田
姫
社

に
て
十
首
歌
講
じ
侍

し
に
、
夜
梅
薫
風
 
 
(
二

 
 
 
〇
)

 
 
③
宇
都
宮
神
宮
寺
障

子
歌
 
 
(
七
)

 
 
④
蓮
生
法
師
八
十
賀
屏
風
歌
 

 (
九
)

 
 
⑤
宇
都
宮
神
宮
寺
廿
首
歌

に
 

(三

二
)

 
 
⑥
鎌
倉
右
大
臣
家

の
御
会

に
、
名
所
時
鳥

 
 
(
一
〇

六
)

 
 
⑦

二
条
右
兵
衛
督
中
将
と
聞
え

し
時
、
鶴
岳
社

に
て
五
十
首
歌
講
じ
侍
け

 
 
 

る
に
、
山
路
月
 
 
(
二
〇

五
)

 
 
⑧
藤
原
時
朝
館

の
会

に
、
月
を
 

(
二
三
七
)

①
②
⑥
⑦
⑧
は
、
当
該

の
催
し
が
、
参
加
歌
人

の
参
集

に
よ
り
、
歌
会
と

い
う

形
式

の
下

に
、

一
所

で
催
行
さ
れ
た
も

の
で
あ
る

こ
と
を
示
し
て

い
る
。

こ
れ

に
対

し
、
③
は
先
述

し
た
通
り
、
詠
歌

の
送
付

に
よ
る
催

し
で
あ

っ
た
。
④
も

屏

風
歌

で
あ
る
以
上
、
催
行

に
あ
た

っ
て
は
、
個

々
の
歌
人

よ
り

の
詠
歌

の
提

出
と

い
う
形
態

を
と

っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

こ
れ
ら
③
④

の
詞
書
は
、
①
②
⑥

⑦
⑧

の
そ
れ
と
は
明
ら

か
な
相
違

を
見

せ
て
い
る
。
撰
者

は
、
歌
会
と
詠
歌

の

送
付

に
よ
る
催

し
と
を
明
ら
か
に
区
別
し
て

い
た
と
言
え

よ
う
。
集
中

に
同
じ

詞
書
が
何
度
も

登
場
す
る
際
、
初
出

の
時
と
異
な
り
、
例
え
ぽ
①

の
場
合

「
稲

田
姫
社
十
首
歌

に
」
と

い
う
具
合

に
、

二
回
目
以
降
簡
略

に
記
す
傾
向
は
み
ら

れ
る
。

し
か
し
、
③
④

に
限

っ
て
は
、
初
出

の
時
点

よ
り
終
始

一
貫
し
て
先

に

掲
出
し
た
形
で
記

さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
⑤

の
宇
都
宮
神
宮
寺

二
十
首

の
詞
書
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に
も
当
て
は
ま
る
。
同
二
十
首
が
、
神
宮
寺

に
於
て
歌
会
と

い
う
形
で
執

り
行

わ
れ
た
と
は
、
や
は
り
考
え
難

い
と
言

わ
ざ

る
を
得

な

い
。
先

に
石
川
氏
が
不

審

と
さ
れ
た
、
宇
都
宮
神
宮
寺
二
十
首

に
は
定
家

・
家
隆

の
障

子
歌

か
ら
の
影

響
が
認

め
ら
れ
な
い
と

い
う
疑
問
も
、
勧
進
和
歌

で
あ

っ
た
可
能
性

を
想
定
す

る
こ
と
で
容
易

に
説
明
が

つ
く
。
神
宮
寺

に
於

て
歌
会
が
催
行
さ
れ

な
か

っ
た

以
上
、
定
家

・
家
隆

の
歌
を
目

に
す

る
機
会
も
な
か

っ
た
と
考
え
る
べ
き

で
あ

り
、
影
響
関
係
が
な
い
の
は
当
然

と
言
え
よ
う
。

こ
の
よ
う

に
、
詞
書

の
分
析

に
よ

っ
て
も
、
宇
都
宮
神
宮
寺
二
十
首
は
、
参

加
歌
人

に
よ
る
詠
歌

の
送
付
と

い
う
形
を
と

っ
た
催

し
、

つ
ま
り
は
、
勧
進
和
歌

で
あ

っ
た
と
考

え
ら
れ
る

の

で
あ
る
。

 

さ
て
、

で
は
宇
都
宮
神
宮
寺
二
十
首
を
そ

の
中

心
と
な
り
催
行

し
た
の
は
、

誰

で
あ

っ
た

の
か
。
そ

の
人
物

の
条
件
と
し
て
は
、
東
国

に
散

在
す

る
歌
人
達

と
幅
広
く
交
流
を
結

ん
で

い
る
こ
と
に
加
え
、
定
数
歌

の
勧
進
者

た
る
に
ふ
さ

わ
し
い
実
力
を
併

せ
持

つ
歌

人
で
あ

る
こ
と
が

ま
ず
第

一
に
挙
げ
ら
れ

よ
う
。

さ
ら
に
、
宇
都
宮
神
宮
寺
の
近
く

に
居
を
構
え
、

か
つ
同
神
宮
寺

に
関
係

の
深

い
人
物
、
と

い
う

こ
と
も
重
要
な
条
件
と
し
て
押
さ
え
て
お
く
必

要

が

あ

ろ

う
。

こ
れ
ら
の
諸
条
件

に
か
な
う
人
物
を
、
新
和
歌
集

の
歌
人
達

の
な

か
に
求

め
た
時
、
考
え
ら
れ

る
人
物

は
た
だ

一
人
、
西
円
法
師
を
お

い
て
外

に
は
あ
る

ま
い
。

 
宇
都
宮
神
宮
寺

二
十
首
と
は
、
宇
都
宮
明
神

の
神
宮
寺

へ
の
奉
納
を
目
的
と

し
て
、
西
円
法
師

に
よ
り
私
的

に
勧
進
さ
れ
た
定
数
歌
で
あ

っ
た
と
推
定
し
た

い
。

4

新
和
歌
集
は
、
『
新
和
歌
集
目
録
』
末

尾
に
記
さ
れ
た
識
語

に
よ

れ

ぽ
、
藤

原

(
二
条
)
為
氏
が
宇
都
宮

に
下
向

し
て
撰

ん
だ
撰
集
、
と

い
う

こ

と

に

な

(18
)
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、
石
田
吉
貞
氏

は

「
為
氏
が
京
都

か
ら
下

っ
て
、

}
々
材

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(19
)

料

ま
で
集

め
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
」
と
さ
れ
た
。
や
は
り
、

為
氏
が
わ
ざ
わ

ざ
都

よ
り
下

っ
て
、
詠
歌
を
蒐
集

し
た
上

に
自
ら
撰
集
作
業
を
行

っ
た
と
は
思

わ
れ
ず
、
ま
た
為
氏

の
宇
都
宮
下
向
を
伝
え
る
史

料
が
見
出
せ
な

い

こ

と

か

ら
、
史
実
と
し
て
疑
わ
し

い
こ
と
な
ど
、
稿
者
も
石
田
氏

の
御
考
え

に
従

い
た

い
。
 

さ
て
、
そ
れ
で
は
、
後

の
問
題

と
し

て
、
新
和
歌
集

の
実
質

的
な
撰
者
は

咽

体
誰

で
あ

っ
た

の
か
。
前
節

に
お
い
て
考
察
し
た
如
く
、
宇
都
宮
神
宮
寺

二
十

首

の
主
催
者

(勧
進
者
)
は
、
西
円

で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同

二
十
首
と

新
和
歌
集
と

の
関
係
は
、
極

め
て
密
接

で
あ
り
、
新
和
歌
集

の
撰
集
作

業
が
、

同

二
十
首
を
強
く
意
識
し
て
な
さ
れ
て

い
た

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
と
す
れ

ぽ
、
新
和
歌
集
の
撰
集
作
業

に
、
西
円
法
師
が
関

わ

っ
て

い
た
可
能
性
は
大
き

い
と
言
え
よ
う
o

 

こ
れ
ま
で
、
新
和
歌
集
の
実
質
的
撰
者
と
し
て
は
、

二
人

の
名
前
が
挙
げ

ら

れ

て
き
た
。
即

ち
、
藤
原

(笠
間
)
時
朝
、
藤
原

(
宇
都
宮
)

景
綱
で
あ
る
。

確

か
に
、
前
稿

で
申
し
述
べ
た
よ
う

に
、
新
和
歌
集

に
結
実
す

る
宇
都
宮

歌
壇

の
諸
活
動

に
お
い
て
、
時
朝

・
浄
意

の
果
た
し
た
役
割
は
大
き

い
。
ま
た
、
百

五
十
番
歌
合

な
ど
景
綱

の
活
動
も
無
視
し
得

る
も

の
で
は
な

い
。
と

こ
ろ
で
、

時
朝
撰
者
説

・
景
綱
撰
者
説

の
ど
ち
ら

の
説

も
、
新
和
歌
集

を
単
独
撰
者

に
よ

る
撰
集
と
考

え
た
上
で
の
仮
説

で
あ

っ
た
.
し
か
し
、
時
朝
あ

る

い
は
景
綱

を

そ
れ
ぞ
れ
単
独

で
撰
者
と
想
定

し
た
場
合
、
容
易

に
説
明
で
き

な

い
矛
盾
が
浮

か
び
上
が

っ
て
く

る
こ
と
も
、
ま
た
、
事
実

で
あ

る
。
先
ず
、
景

綱
撰
者
説

に

つ
い
て
で
あ

る
が
、
前
稿

は
も
と
よ
り
、
小
稿

に
お

い
て
略
述

し
た
二

・
三
の

点
か
ら
も
、
景
綱
を
単
独

で
撰
者
と
認
定
す

る
の
は
、
や
や
蓋
然
性

に
乏

し
い
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と
言
え
、
慎
重

に
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
。
残
る
時
朝
撰
者
説

に
つ
い
て
は
、
西

円
が
撰
者

で
あ

っ
た
可
能
性
を
吟
味

し
た
後

に
、
改

め
て
検
討
を
加

え
て
み
た

い
。
 
で
は
、
新
和
歌
集

が
単
独
撰
で
あ

っ
た
と
仮
定
し
て
、
そ

の
上
で
西
円

を
実

質
的
撰
者

で
あ
る
と
想
定

し
た
と
し
た
ら
、
ど
う
で
あ

ろ
う

か
。
小
稿

に
お
い

て
考
察

し
て
き
た
諸
点

を
中
心

に
、
西
円

を
撰
者
と
想
定

し
得

る
根
拠

を

(
西

円
を
撰
者

と
考
え
る
こ
と
で
納
得
さ
れ
る
点
も
含
め
て
)
、
幾

つ
か
掲
げ

て

み

た

い
。

 
 

ω
 
新
和
歌
集

の
主
要
歌
人
で
あ
る
。

し
か
も
、
入
集
歌
数

一
七
首

・
七

 
 
 

位
は
、
当
代
勅
撰
集

に
お
け
る
撰
者

の
入
集

順

位

(『
新
勅
撰
集
』
定

 
 
 

家

・
一
一
位
、
『
続
後
撰
集
』
為
家

・
一
九
位
、
『
続
拾
遺
集
』
為
氏

・

 
 
 

六
位
)

と
の
比
較

に
お

い
て
も
、
撰
者

と
し
て
、
む
し
ろ
ふ
さ
わ
し

い

 
 
 

も

の
で
あ

る
と
言
え
る
。

 
 

②
 
新
和
歌
集
第

一
の
撰
集
資
料

で
あ
る
宇
都
宮
神
宮
寺
二
十
首

の
催
行

 
 
 

老

(
勧
進
者
)

と
し
て
、
必
要

に
し
て
か

つ
十
分
な
条
件
を
満

た
す
人

 
 
 

物

で
あ
る
。

 
 

㈲

 
東
国

に
お

い
て
編
ま
れ
た
撰
集
類

に
も
相
当
数

の
入
集
を
み
て

い
る

 
 
 

こ
と

か
ら
、
当
時

よ
り
、
東
国
歌
壇
を
代
表
す

る
歌
詠

み
と
し
て
、

そ

 
 
 

の
実
力
を
認
め
ら
れ

て
い
た
歌
人
で
あ

っ
た
。
源
氏
学
者
と
し
て
も
高

 
 
 

名

で
あ
り
、
歌
人
と
し
て
ま
た
古
典
研
究
者
と
し
て
、
撰
集
を
編
み
得

 
 
 

る
能
力
を
十
分

に
備
え

た
人
物

で
あ

る
。

 
 

ω
 
実
際

に
複
数

の
私
撰
集

(
『
楡
関
集
』
・
『
新
玉
集
』
)

を

編

ん

で

お

 
 
 

り
、

こ
の
点

か
ら
も
新
和
歌
集

の
撰
者

で
あ

っ
た
と
し
て
何

ら
不
思
議

 
 
 

は
な

い
。

 
 

⑤
 
宇
都
宮

に
居
住
す
る
関
係

か
ら
泰
綱

・
景
綱
ら
宗
家

の

歌

稿

は

勿

 
 

論
、
時
朝

・
浄

意
ら
と
の
親
交

に
加
え
て
、
鎌
倉
関
係

の
催

し

(
鶴
岳

 
 

社
十
首
)

へ
の
参
加
も
確
認
さ
れ
、
幅
広

い
交
友
関
係

か
ら
多
く

の
詠

 
 
 
歌
を
集

め
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
わ
れ

る
Q

 
 
㈲
 
『
異
本
紫
明
抄
』

の
建
長

五
年

の
源
氏
談
議

の
記
事
等

に
よ

れ

ぽ
、

 
 
 
後
藤

基
政

・
源
親
行

・
素
逞
法
師
ら
と
も
、
対
等

に
交
友
関
係

を
結

ん

 
 
 
で
お
り
、

こ
れ
ら

の
歌
人
達

の
歌
が
、
新
和
歌
集

に
相

当
数
入
集

し
て

 
 
 
い
る
こ
と
の
説
明
が
容
易

で
あ

る
。

 
 
⑦

新
和
歌
集
罵
旅
部

の
巻

頭
歌

は
、
平
光
幹

が
京

よ
り
関
東

に
帰
還
す

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(20
)

 
 
 
る
折
、
白
川
に
て
詠
作
し
た
歌
が
配
さ
れ
て

い
る
。
新
和
歌
集

へ
の
入

 
 
 
集
も

八
首
を
数
え

る
光
幹
が

こ
の
よ
う

に
厚
遇
さ
れ
て

い
る
点
も
、
彼

 
 
 
が
宇
都
宮
神
宮
寺

二
十
首

の
参

加
者

で
あ

っ
た
こ
と
を
思
え
ぽ
、
西
円

 
 
 
と

の
結
び
付
き

か
ら
納
得
さ
れ

る
。

 
 
⑧

 
新
和
歌
集

に
は
女
房
歌
人

の
歌
が
極
端

に
少
な
く
、
僧
侶
歌
人

の
入

 
 
 
集

が
目

に
つ
く
。

こ
の
こ
と
は
撰
集
作
業
が
行
わ
れ
た
場

(例
え
ぽ
寺

 
 
 
院

な
ど
)
を
考
え
る
上
で
重
要
な
示
唆

を
含

ん
で

い
る
よ
う
に
思
わ
れ

 
 
 
る
。
僧
侶
歌
人
達

の
多
く
は
、
宇
都
宮
神
宮
寺

の
供
僧

で
あ

っ
た
可
能

 
 
 
性

が
強

く
、
西
円
は
そ
の
よ
う
な
詠
歌
を
蒐
集
す
る
に
際

し
、
最
も
適

 
 
 
し
た
位
置

に
い
た
人
物
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

 
さ

て
、
で
は
時
朝
撰
者
説
を
と

っ
た
場
合
で
あ
る
が
、
西
円
撰
者
説
を
と

っ

た
場
合

に
比
し
て
、
以
下

の
よ
う
な
や
や
否
定
的

に
な
ら
ざ
る
を
得
な

い
点
が

二

・
三
存
す
る
Q

 
第

一
に
、
時
朝

の
家
集

を
め
ぐ
る
問
題

で
あ
る
。
歌
題
な
ど

の
配
列

よ
り
、

晩
年

の
自
撰

で
あ
る
と
思

わ
れ

る
時
朝
集
は
、
前
半

に
諸
撰
集

に
入
集
し
た
自

身

の
詠
歌

を
そ
の
ま
ま
抄
出
、
後
半

に
は
未

入
集
歌
を
配
す
と

い
う
特
異
な
構

成
を
と
る
。
然

る
に
、
そ
の
自
撰

で
あ
る
は
ず

の
家
集

に
、
自
身

の
歌

を
五

一
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首
収

め
る
新
和
歌
集

の
名

が
見

え
な
い
。
や
は
り
、

こ
の
点
が
は

っ
き
り
と
説

明

で
き
な

い
以
上
、

時
朝
が
新
和
歌
集

の
撰
者

で
あ

っ
た
と
考
え
る

こ
と

に
は

躊
躇

せ
ざ

る
を
得
な

い
。
新
和
歌
集

は
自
身

の
撰
に
な

る
た
め
、
遠
慮
し
て
家

集

に
名

を
出
さ
な

か

っ
た
、
と

い
う
考
え
方
も

一
方
に
存

し
よ
う
か
と
思
う
Q

そ
れ
な
ら
ぽ
、
そ

の
場
合
、
家

集
に
収

め
た
詠
歌
と
新
和
歌
集
中

の
時
朝
歌
と

が
殆
ど

一
致

し
て
然
る
べ
き
で
あ

る
。

し
か
し
、
実
際

に
は
そ
う

で

は

な

く

(
新
和
歌
集
の
五

一
首
中
約
三
分

の

一
に
あ
た
る

一
六
首
が
家
集

に

見

え

な

い
)
、

こ
の
考
え
も
可
能
性
は
薄

い
と
言
え

る
。

 

第

二
に
、
時
朝

と
親
交

の
あ

っ
た
歌
人
達
が
、
そ

の
力
量

に
反
し
て
、
新
和

歌
集

へ
の
入
集
が

一
・
二
首
程
度

に
と
ど
ま

っ
て
い
る
点

で
あ
る
。
『
新

勅

撰

集
』
以
下

に
六
首

入
集

の
勅
撰
歌
人

・
寂
身
法
師
は
、

一
時
期
東

国

に

滞

在

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(2
)

し
、
時
朝

か
ら
定
数
歌

を
勧
進
さ
れ
て

い
る
。
寂
身
撰
に
な
る
私
撰
集

『
撰
玉

集

』
に
は
、
時
朝

の
歌

が
六
首
入
集
す
る
な
ど
、
時
朝
と
寂
身
と
は
、
詠
歌

を

通

じ
て
親

し
い
交
友
関
係

を
結

ん
で
い
た
。
ま
た
、
東
国
歌
壇

の
歌
人
と
さ
れ

る
清
定
が
撰

ん
だ
私
撰

集

『
拾
葉
集
』

に
、
時
朝

の
歌
は
五
首
採

ら

れ

て

い

た
。
寂
身

・
清
定
と
も
に
、
浄
意

と
の
贈
答
歌
が
確
認
で
き
、
こ
の
二
人
は
、

時
朝

・
浄
意
と

い
う
、

い
わ
ば
宇
都
宮
歌
壇

の
中
枢

と
も
言
う
ぺ
き
歌
人
達
と

親
し
か

っ
た
歌
人
達
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
新
和
歌
集

へ
の
入
集
は
、
寂
身

}
首
、
清
定

二
首

に
し
か
過
ぎ
な
い
。
し
か
も
、

い
ず
れ

も
浄
意

と
の
贈
答
歌
を

一
首
ず

つ
含

む
た
め
、
浄
意

と
の
関
係
が
な
け
れ
ぽ
、

新
和
歌
集
に
入
集

し
て
い
た
か
ど
う
か
さ
え
疑
わ
し

い
と

い
う

の
が
実
情

で
あ

る
。
時
朝
が
撰
者

で
あ
れ
ぽ
、
寂
身

・
清
定

と
も

に
よ
り
多
く

の
入
集
が
自
然

で
あ

ろ
う
。
翻

っ
て
言
え
ば
、
新
和
歌
集

の
実
質

的

撰

者

は
、
寂
身

・
清
定

(特

に
東
国

に

一
時
期

し
か
留
ま
ら
な
か

っ
た
寂
身
)
と
は
、
交
流
関
係

の
希

薄
だ

っ
た
人
物
と

い
う
こ
と
に
な

ろ
う
9

こ
の
点

に
お

い
て
も
、
西
円
は
撰
者

と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
と
言
え
る
Q

 
第
三
に
、
宇
都
宮
神
宮
寺
二
十
首
を
、
最
大
の
撰
集
資
料
と
す
る
必
然
性
が

考
え
ら
れ
な

い
点

で
あ

る
。
蓮
生

・
信
生

・
泰
綱

・
景
綱

・
浄

意
ら
、
新
和
歌

集

の
主
要
歌
人
達

が
参
加

せ
ず
、
し
か
も
自
身

で
さ
え
不
参
加

の

同

二
十

首

を
、
時
朝
が
第

一
の
撰
集
資
料

に
用

い
た
と
考
え
る
の
は
、
や
は
り
不
自
然
で

あ

る
と
言
わ
ざ

る
を
得
な

い
。

 

こ
の
よ
う

に
、

時
朝

を
実
質
的
撰
者
に
想
定

し
た
場
合

に
は
、
容
易

に
説
明

の
で
き
な

い
矛
盾

や
疑
問
が
存
在
す
る

の
に
対

し
、
西
円

の
場
合
、
少
な
く
と

も
現
時
点

で
は
、

そ
れ
が
認

め
ら
れ
な

い
。
時
朝
撰
者
説
と

の
比
較

に
お

い
て

も
、

西
円
を
新
和
歌
集
の
撰
者

に
比
定
す
る
こ
と
は
、
蓋
然
性

に
お

い
て
こ
れ

を
凌
駕
す

る
と
言
え
る
。
結
論
と

し
て
、
西
円
は
最
も
撰
者

た
る
に
ふ
さ
わ
し

い
人
物

で
あ
り
、
仮

に
新
和
歌
集
が
複
数
の
撰
者

に
よ
る
集
団
撰

で
あ

っ
た
場

合

に
お
い
て
も
、
そ

の
撰

集
作
業

に
最
も
深
く
関
与
し
た
中
心

人
物

で
あ

っ
た

と
考
え
た
い
。

 

稿
者
は
、
新
和
歌
集

の
実
質
的
撰
老
は
西
円
法
師

で
あ

っ
た
と
考
え
、

こ
こ

に
ひ
と

つ
の
仮
説
と
し
て
、
新
和
歌
集
西
円
撰
者
説
を
提
出
す

る

も

の

で

あ

る
。

 
 
 
 
 
 
 
お

わ

り

に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(21
)

 
さ
て
、

こ
こ
で
想
起
さ
れ
る

の
は
新
和
歌
集
と

『
新
玉
集
』

と
の
問
題

で
あ

る
。
新
和
歌
集

・
『
新

玉
集
』

の
両
集
と
も
、
宇
都
宮
打
聞
と
呼
ぼ
れ

て

い

た

形
跡
が
あ
る

こ
と
等

に
よ
り
、
両
集
を
め
ぐ

っ
て
様

々
な
仮
説

が
提
出

さ
れ

て

き

た
。
久
曽
神
昇
氏

は
、
『
新
玉
集
』
と
新
和
歌
集
と
が
同

一
の
撰
集

で

あ

る

と
の
前
提

に
立
脚
し
、
故

に
新
和
歌
集

(
1ー

『
新
玉
集
』
)
の
撰
者

は
当

然

の

こ
と
な
が
ら
西
円

で
あ
る
、
と
さ
れ
た
。
以
後
、
久
曽
神
氏

の
御
説

に
異
を
唱
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え
る
か
た
ち
で
、
両
集
は
全
く
別

の
撰
集

で
あ
る
と
す

る
御
論
考
が
諸
氏

に
ょ

り
相
次

い
で
公
に
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
の
と

こ
ろ
別
本
説

が
有
勢

で
あ
る
。

 
小
稿

に
お

い
て
考
察

し
て
き
た
如
く
、
そ

の
内
部
徴
証
及

び
外
的
諸
条
件

に

よ
り
、
新
和
歌
集
の
実
質
的
撰
者
が
西
円

で
あ

っ
た
可
能
性

は
大
き

い
。
も
と

よ
り
、
西
円
撰
者
説

を
提
出
す
る
に
当

た

っ
て
の
、
久
曽
神

氏
と
稿
者
と
の
論

拠
は
全
く
異
な

っ
た
も

の
で
あ
る
Q
し
か
し
、
新
和
歌
集
と

『
新
玉
集
』

と
が

同
じ
も

の
で
あ
る
と
さ
れ
た
氏

の
推
定

は
、
新
和
歌
集

の
撰
者
が
西
円
で
あ

る

可
能
性
が
大
き
く
な

っ
た
現
時
点
に
お
い
て
、
も
う

一
度
顧
慮

さ
れ
て
然

る
べ

き

で
あ

ろ
う
。
所
謂

「
二

つ
の
宇
都
宮
打
聞
」

の
問
題
は
、
視
点

を
か
え
て
再

検
討
す

る
必
要
が
生
じ
て
き

た
と
言
え
る
。

 
新
和
歌
集

は
西
円
の
撰

で
あ

っ
た
可
能
性

が
高

い
と

の
私
見
を
提
示
し
た

い

ま
、
新
和
歌
集
と

『
新
玉
集
』
と

の
二
つ
の
宇
都
宮
打
聞

に
つ
い
て
も
申
し
述

ぺ
た
い
仮
説

が
存
す
る
が
、

こ
れ

に
つ
い
て
は
ま
た
稿

を
改

め
た

い
。

注1
 
正
元
元
年

(
=

一五
九
)
中
の
成
立

か
、
ま
た
は
正
元
元
年

に

一
応
成

立
、
以
後

 
弘
長
元
年

(
=

一六

】
)
ま
で
の
切
継
期
間
を
経
て
成
立
。

2
 

「宇
都
宮
歌
壇

の
再
考
察
-
笠
間
時
朝

・
浄
意
法
師
を
中
心
に
ー

」
(
『国
語

と

国

 
文
学
』
六
五
⊥

二
 
昭
六

三

ニ

ニ
)

3
 

そ
れ
ぞ
れ
祐
徳
稲
荷
中
川
文
庫
本
、
松

平
文
庫
本

(
一
三
〇
ー

七
)
に
よ
る
。

4
 

『源

氏
物
語

の
研
究
-
成

立
と
伝
流
ー
』

(笠
間
書
院
 
昭
四

二

・
九
 
増
補
改
訂

 
版

昭
五
入

二

〇
)

5
 
人
物

の
比
定

は
、
稲
賀
敬

二
氏

(前

掲
書
)

・
池
田
利
夫
氏

(『新
訂
河
内
本
源
氏

 
物
語
成
立
年
譜
孜
ー
源
光
行

]
統
年
譜
を
中

心
に
ー
』

日
本
古

典
文
学
会
 
昭
五
五

 

・
五
)

の
御
研
究
に
よ
る
。

6
 
『新
式
和
歌
集
』

(宇
都
宮

二
荒
山
神
社

刊
 
昭

五

一
・
}
○
)
解
説

7
 
福

田
秀

一
氏
は

「永
仁
元
年

(
一
二
九
三
)
の
勅
撰
集

の
企
画
を
契
機

と
し
て
ま

 

と
め
ら
れ
た
も
の
で
は
あ

る
ま

い
か
」

(「私
家
集
大
成
』
景
絹
集
 
解
題
)

と
さ
れ

 

て

い
る
。
今
日
そ
れ
を
否
定
す

る
積
極
的
な
根
拠
は
見
あ

た
ら
な

い
。

8
 

一
、
当
社
修
理
事

 
 

右
、
於
造
営
者

、
巡
年
有
限
、
其
外
臨
時
破
壊
出
来
者
、
宜
令

不
日
修
造
也

、

 
 

縦
錐
為
末
社
、
不
可

有
緩
怠
之
儀

、

9

 
『宇
都
宮
市
史

第

三
巻

中
世
通
史
編
』
三

一
頁
。
な
お
、
『宇
都

宮

弘

安

式

 
条

』
に

つ
い
て
は
、
同
書

「明
神

と
宇
都
宮
氏
」

(石
川
速
夫

氏
執
筆
)
・
「宇

都

宮

 
弘
安
式
条

の
成
立
」

(菊
地
卓
氏
執
筆
)
に
負
う
と
こ
ろ
大

で

あ

っ
た
。
御
学
恩

に

 
対

し
深
謝
申

し
上
げ

る
。

10
 

 

 

 
駿
河
国
う
ど
は
ま
に
と

し
ご
ろ
す
み
待
り
け
る
が
、
う

つ
の
宮
に
う

つ
り

 
 

 
 
 
ゐ
て
の
ち
、
か

し
こ
な
る
人
の
も

と

へ
申

つ
か
は
し
け
る
 
想
生
法
師

 
 

 
い
つ
か
又
立
か

へ
り
な
む
有
度

浜
の
う
と
く
成
に

し
あ
と
の
白
波

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

(新
和
歌
集

雑

下
 
入

一
九
)

 
 
ま
た
、
『吾
妻
鏡

』
元
久

二
年

入
月

の
記
事
に

「十
六
日
庚
午
。

(略
)
今
日
宇
都

 
宮
弥
三
郎
頼
綱
於
二
下
野
国

一遁
俗
。
融
銘
。

同
出
家
郎
従

六
十
余
人
云
々
。」
と
あ

る

 
如
く
、
蓮

生
を
慕

っ
て
出
家
遁

世

し
た
者

は
多

い
。
彼
ら
を
含

め
、
宇
都
宮

の
地
に

 

は
数
多
く
の
僧
侶
達

が
居
住

し
て
い
た
も

の
と
思

わ
れ
る
。

11
 

西
円
と

い
う
名
前

は
、
宇
都
宮
氏
初
代

の
僧
侶
、
宗
円
を
連
想
さ

せ

る
。

『続
群

 
書
類
従
』
所
収

「宇
都
宮
系
図
」
等

の
語

る
と

こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
宗

円
は
、
前
九
年

 

の
役

の
際
、
源
義
家
に
従

っ
て
東
国
に
下
向
、
下
野
宇
都
宮
に
お

い
て
逆
賦

調
伏

の

 
祈
祷
を
行

い
、
そ

の
功
績

に
よ
り
そ
の
ま
ま
同
地
に
住

み

つ
い
た
と
伝

え
ら
れ
る
人

 

物
で
あ

る
。
真
偽

の
程
は
怪
し

い
も

の
の
、

こ
の
宗

円
の
話

は
、
宇
都
宮
氏

と
源
氏

 

嫡
流
と
の
強
固

な
結
び
付
き
を
示
す
と
と
も

に
、
宇
都
宮

の
地
を
所
領

と
し
た
契
機

 

を
物
語
る
も
の
と
し
て
、
同

一
族
に
と
り
、
極

め
て
重
要
な
も

の
で
あ

っ
た
に
違

い

 

な

い
。

こ
う
し
た
源
氏
嫡
流
と
の
関
係
を
伝
え

る
話
は
、
源
氏

の
滅
亡
以
後
、

つ
ま

 

り
は
北
条
氏
に
よ
る
幕
府
掌
握
後
に
創
作
さ
れ
る
必
然
性
は
薄

い
と
言
え
、
少
な
く

 

と
も
、
鎌
倉
時
代

の
ご
く
初
期
に
は
出
来
上
が

っ
て
い
た
と
考

え
る

の
が
妥
当
で
あ

 

ろ
う
。
新
和
歌
集
の
撰
集
期

に
は
、
宇
都
宮
氏
の
祖

に
し
て
霊
験
あ
ら
た
か
な
僧
侶

 

・
宗
円

の
伝
説

は
、
そ
の
名
と
と
も
に
宇
都
宮
氏

一
族
や
神

宮
寺
周
辺
に
集
ま
る
僧

 

侶
達

の
あ

い
だ
で
広
く
知
ら
れ
て

い
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
西
円
は
、
そ

の
名

が

 

宇
都
宮
氏
初
代

の
僧
侶

・
宗
円
と
類
似

し
て
い
る
点

か
ら
、
初
代

の
神
宮
寺
学
頭
で

 

あ

っ
た
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、

こ
の
点

は
想
像
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な

い
。

12
 
あ

る

い
は
、
宇
都
宮
明
神

の
社
務
職
を
相
伝
す
る
、

い
わ
ば
神
官
御
家
人
と

し
て

 

特
異

な
立
場

に
あ

っ
た
宇
都
宮
氏

に
あ

っ
て
、
社
僧
連

中
の
柱
石
と
な
る
べ
く
、
早

 

く
よ
り
僧
籍

に
出
さ
れ
た
た
め
、
系
譜
類

に
該
当
者

が
見
あ

た
ら
な

い
の
か
と
も
想

 

像
さ
れ
る
が
、

一
族

で
あ

っ
た
か
否
か
に

っ
い
て
は
、
や
は
り
現
時
点
で
は
不
明
と

   一}



 
言

わ
ざ

る
を
得
な

い
。

13
 
家
隆

の
詠
み
送

っ
た
歌

は
、

い
ず
れ
も

『壬

二
集
』

(一刈O
ド
一〇?
ド
お
密
b
一①。。.

 
卜。嶺
り)

に
収

め
ら
れ
て

い
る
。

(番
号
は

『
私
家
集
大
成
』)

14
 

『宇
都
宮
市
史
 
第

三
巻
 

中
世
通
史
編
』

五
三

一
頁

15
 
基
隆

の
生
没
年
は
未
詳

で
あ

る
も

の
の
、
そ
の
兄
基
政

(建

保

二
年

(
=

=

 
四
)
誕

王
)

の
寛
喜
元
年
当
時

の
年
齢

は
十
六
歳

で
あ

る
。
宇
都
宮
神
宮
寺

二
十
首

 
が
寛
喜

元
年
以
前

の
催
行

と
す

る
と
き
、
基
隆
は
僅

か
に
十
歳

前
後
と
い
う

こ
と
に

 
な
り
、
此
二か
無

理
が
あ
る
。

16
 

素
逞
の
没
年

に
つ
い
て
は
、

『和
歌
大
辞
典
』
所
引

の
説
に
よ

っ
た
。

17
 

『和
歌
大
辞
典

』
所
引

の
説

に
よ
れ
ば
、
素
逞

は
弘
長
三
年

(
一
二
六
三
)、
九

一

 
歳

で
没
し
た
と
さ
れ
る
。
宇
都
宮
神
宮
寺

二
十
首

の
行
わ
れ
た
時
期
は
、
ど
ん
な
に

 
早
く
と
も
貞
永
年
間

(
=

】三

二
～

三
)
よ

り
は
上
ら
な
い
も
の
と
思

わ
れ

る

(前

 
掲
注

(15
)
参
照

)。
そ
の
当
時

で
す
ら
、
素
遙
の
年
齢

は
六
〇
歳

に
達

し
て

い

る

 

こ
と
に
な

る
。

18
 

『新
和
歌
集
目
録
』
は
著
者

・
成
立
時
期

と
も

に
未
詳
。
新
和
歌
集

の
諸

本

に
付

 
さ
れ
る
形
で
伝
存

し
、
単
独
の
伝

本
は
な
い
。
末
尾
の
識
語

に

「藤
原
為
氏
卿
下
向

 
宇
津

(都
)
宮
撰
之
」

と
あ

る
。

19
 

『国
語
と
国
文
学
』

二
四
1

一
三
 
昭

二
二

・
=

一

20
 
 
 
 
大
番
は
て

》
く
だ
り
侍
け

る
に
、
白
河

の
花
の
木
ず
ゑ
見
す
て
が
た
く
お

 
 
 
 
 
ぼ
え
け
れ
ば
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
平
光
幹

 
 
 

し
ら
川

の
木
ず
ゑ
に
と
ま

る
心
哉
都
を

い
つ

る
春

の
あ
け
ぼ

の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

(新
和
歌
集
 
騒
旅
 
四

二
二
)

21
 
散
侠
私
撰
集
。
抄
出
さ
れ
た
五
十
三
首
が
時
朝
集

に
残
存
。
時
朝
集

の
注
記
に
よ

 

り
撰
者

は
西
円

で
あ

っ
た

こ
と
が
知
ら
れ

る
。

 

「付
記
〕 

小
稿
は
、
慶
応
義
塾
大
学
国
文
学
研
究
会

(昭
61

・
6

・
28
)

の
口
頭

発

表

の

}
部

に
、
加
筆
し
た
も

の
で
あ
る
。
席
上
御
教

示
賜

っ
た
先
生
方

に
厚

く
御
礼
申

し
上
げ

る
。

一一44一

 

 

小
稿

に
お
け

る
所
引

の
本
文

は
、
以
下

の
書
に
よ

っ
た
。

 

勅
撰
作
者
部
類

11
八
代
集
全
註

 
沙
石
集
11
岩
波
文
庫
 
異
本
紫
明
抄

"
ノ
ー
ト
ル

ダ

ム
清
心
女

子
大
学
古
典
叢
書
 
河
海
抄

11
紫
明
抄

・
河
海
抄

(角
川
書
店
) 

宇
都

宮
弘
安
式
条
11
宇
都
宮
市
史
中
世
史
料
編
 
明
月
記
11
国
書
刊
行
会
本
 
新
和
歌
集

1ー

「校
本

『新
和
歌
集
と

(
『芸
文
研
究
』
五
十
号
、
五
十

一
号
) 

吾
妻
鏡

11
新

訂
増
補

国
史
体
系

 

な
お
、
引
用

に
当
た

っ
て
は
、
歴
史
的
仮
名
遺

い
に
改

め
、
私
に
濁
点
及
び
句
読
点

を
付

し
た
。


